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 要 旨 

目的： 

 注意欠陥と過活動障害（ADHD）は小児において最も多い神経発達障害の一つである。

ADHD 発症メカニズムは未だ明らかになっていないが、遺伝要因及び環境要因が検討され

ている。それらには重金属や化学物質への曝露、栄養、生活習慣、心理社会的要因が含ま

れる。本レビューの目的は、ADHD または ADHD 関連症状と環境要因との関連を検討する

ことであり、環境要因には、フタル酸塩、ビスフェノール A（BPA）、タバコ煙、多環芳香

族炭化水素（PAH）、ポリフッ化アルキル化合物（PFC）、アルコールが含まれる。 

 

方法： 

 出生前および出生後の小児への環境毒物および生活習慣要因への曝露と ADHD または

ADHD 関連症状との関連を分析した研究を、Medline, PubMed, Ebsco を用いて検索した。

レビューは、2000 年以降査読のある雑誌に掲載されたヒト対象の英文論文に限定した。 

 

結果： 

 多くの研究がなされていたが、結果は一定ではなかった。この分野で、タバコ煙曝露と

の関連を検討しているほとんどの研究で、ADHD および ADHD 関連症状との関連が見られ

た。一方、フタル酸塩、BPA, PFC, PAH およびアルコールの影響はあまり研究されておら

ず、関連について確固たる結論には至っていなかった。 

 

結論： 

 小児の注意欠陥と過活動障害に関連する環境要因について文献レビューを行ったとこ

ろ、タバコ煙との関連についての多くの報告があったが、アルコールを含むその他の環境

要因との関連は十分明らかになっていなかった。 

 

 

 


